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要 旨

山田村メ
ー

リ ン グリ ス トは, 発足 して から約1 0 カ月 となる
｡ 平成1 0 年9 月末現在メ ン バ

ー

は1 4 2 名で ,

村民が6 5 % , 村外者35 % の割合で , 村外者の 多くは
｢ 電脳村ふれあ い 祭｣ や ｢ 電子メ

ー

ル 講習会｣ な

ど
, 村の情報化行事に関心を寄せ て集ま っ た支援者 である ｡

メ
ー

リ ン グリ ス トで 交わされる会話は, 次々 と対面行事 (イ ベ ン ト) の実施 - と発展 して おり
, 村

に人々 が集まる機会を作りだ して い る｡ そうした機会は, 村内の コ ン ピ ュ
ー

タ利用 の促進や広がりを

少 しず つ 促す こ と に つ なが っ て い る
｡

本稿で は, 山田村の村民と外部支援者の 活動とメ
ー

リ ン グリ ス トを介した会話から, 村民が情報化

を自らの 手 で進めて い く様相と実状を解析する ｡

キ ー

ワ
ー ド

山田村, メ
ー

リ ン グリ ス ト, 支援, 情報化, 情報技術, イ ン タ
ー ネ ッ ト

1
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. は じめに

山田村の 情報化が社会的に注目された理由

の 一

つ に は, 次の ようなことがあると考えら

れる ｡

｢
山田村｣ という, 都会か ら見てかなり

｢ 村｣ 的要素の名残が強そうなところに , 突

然,

｢ イ ンタ ー

ネ ッ トに接続された村｣ という

｢ 超｣ 近代的な村が登場 して 日本中を驚かす

こ とにな っ た ｡ 都市社会がや っ と情報化の ス

ピ ー ドを速め つ つ ある の に , 富山県 の 山中の

住民約2
,
000 人 の′J ､ さな過疎と高齢化が進む山

村が,

一

挙に コ ン ピ ュ
ー タ ･ ネ ッ トワ

ー

ク社

会の
一

員に名乗り を上 げた｡ そ して ,
ニ ュ

ー

ス メ ディ アやそれまで 山田村に つ い て無知 ･

無関心で あ っ た人 々 が興味をも っ て 注目 した

ことは,

｢
村の情報化｣ がど のような影響を村

民 一 人 一 人 に及 ぼすの か
, 村全体はど の よう

に変化 して い くの か , などで あ っ た｡

ただ し, こうした ことに関心がもたれ るそ

もそも の発端には, 生活 の場を都市と田舎(村,

農村) に 二 分 して とらえると い う
一

般的な慣

習が大きく関わ っ て いるように思われる｡ こ

うした見方に従えば, 情報化 の影響にも都市

型と農村型( u rb a n v s . m r al) という二 分類

をあて はめたくなる の は当然とも い える｡

しか し, 山田村を典型的なむら社会( vi ll a g e

c o m m u n it y) ある い は 農村共 同体 ( ru r al

c o m m u n it y) の ように考える こ とはもちろん

で きな い ｡

一

般に い われるむら社会の 典型的

な特徴をあげれば, 各人各戸 の親密度が高く,
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ー

リ ン グリス トか ら見た山 田村

生産や生活面で相互依存性が強い集団である｡

む らがあ っ て の個人 と いう意識, 私生活 - の

干渉もなんら珍しい ことではない ｡ 祭りや慶

弔 の 際には大勢の人が参加 し, 相互扶助が発

達して い る｡ また, そ の
一

方で は伝統的秩序

に基づく規制, むら の 閉鎖性によるわずらわ

しさや保守性などがデメリ ッ トとして 取り上

げられたりする ｡

た しかに現地で の調査からも, 精神的風土

と して上記のような気質とむらとしての雰囲

気を最初は強く感じずには い られなか っ た｡

しか し調査 を続けて い けば, そ の反面 ,
い わ

ゆる ｢
農村 の都市化｣ とよばれる実態が大き

なものである ことも同時に実感せざるをえな

くなる ｡ その 実態とは, 農村社会が都市に外

延的に包療されるかたちで
, 農村特有の生活

様式に代わ っ て近代的な都市生活様式が村中

に浸透して.
い るこ とを指す｡ 農民の兼業化が

進み ,
∵都会 (富山市や高岡市という都市) -

勤めに出かけ, 子どもは高校生になれば村外

- 通学する｡ 都市と同じような施設, 設備 ,

サ ー ビ ス も小さい ながらもかなり完備して い

る｡ 住民はテ レ ビ
,

フ ァ ッ クス なとの電化製

品 の所有は言うに及ばず, 2 台以上 の自家用

車で休日には都会方面 - シ ョ

J

y ビ ン グに出か

ける｡ これが日常の生活様式と化して い る｡

もレも先の 二 分法をとるとするならば,
こ

うした実態をふまえて , 都市型と農村型との

情報化の違い を検討して い かなければならな

い , しかし, こ の ことはかなりの問題提起を

はらんで い る ｡ なぜなら, 農村の都市化が当

然の ようにこ の まま進んで いくとするならば,

山田村はまさに い まそ の過程に あるわけで ,

山田村にお ける調査は ｢
都市化するむらにお

ける情報化の影響に つ い て｣ という調査研究

の 一 事例になるの であろうか｡ こう した社会

学的に見たア プ ロ ー チの 唆昧さは調査する者

に少なか らず不安を与えるもとに な っ て い る｡

しか しながら, 現在の とこ ろ r むら｣ とい う

も の に固執する べ きか,

r都市化｣ に焦点を置

く べ きかと いう点は 一 時棚上げに して , われ

われが現実に行 っ た調査 の記述とそれ に基づ

い た幾つ か の説明と解釈を述べ ることに努力

を傾けるこ とに した｡

第 2 章で は, 山田村で の 情報化の歩み , す

なわち, こ の 2 年余りでなされてきたさまざ

まな取り組みに つ い て , それに参加 した住民

と外部支援者に焦点を当て る｡ 第3 章と第4

章では, 第2 章で述べ た歩み と活動を通して ,

本文 の主眼点で あるメ ー

リ ン グリス トを介 し

た情報化の進展の様相と実状を解析する｡ 具

体的には山田村の住民が情報化 (こ こで は コ

ン ピ ュ
ー タの利用を続け広めることが中心 と

な っ て い る) を自らの手で何とか進めて いく

ために編み出した ｢
年間を通 して のイ ベ ン ト

の開催｣ と ｢ メ ー リ ン グリス トを介した会話

の輪｣ の 広がりに つ い て述べ ることにした｡

2 . 山田村の情報化の歩み

山田村は, 地域の情報化 の事例として取り

上げられるこ とが多い が, モデル 化の指定を

うけた際の主目的は , 過疎地域の活性化, 宿

祉 - の利用, 行政サ ー ビ ス とい うように, ｢

般の地域と格別変わら たもの で なか っ た｡

* 1

しかし, まず希望する家庭にパ ソ コ ンを全

て 配付すると いう手順をと っ た ことで , そ の

後の情報化のありようが大きく他の 地域と異

な っ たと患われる｡ 現在, 山田村が情報化を

進め, かなりの実績を残して きたことには,

導入当初にリ ー ダ ー

シ ッ プをも っ た人材が い

た こと, 住民組織の基盤があ っ たこと, 役暑

が住民主体の態度をと っ て きた こ とな どの村

内の要因と, ボラ ン テ ィ ア精神の学生や社会

人が村に強く関心 を示 したなどの村外からの

要因が考えられる｡

ト 4)

本章で は, 村で行われてきた情報化 - の 放

り組み とこれ ら の人的要因に つ い て , 情報化

になんらか の 関わりをも っ た村民約25 0名と村

外社会人約60名 , 学生約18 0名の 個別活動 の記
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録をもとに した調査結果を示す｡

* 2

2 . 1 情報化の経緯と関連する グ ル - プ

表1 は, 山田村の 情報化 を, ①パ ソ コ ンが

配付される以前, ②配付されて か らの 1 年間,

③2 年目 ( 夏) , ④2 年目 (秩 - ) , ⑤ 3 年目

(夏 - 現在) の 5 つ の期間にわけて , 情報化

の 取り組み, そ の時に関係 した村内グル
ー プ,

村外者グル ー プに つ い て簡単にまとめたもの

である｡ そ の中で , 村内の各グル
ー プごと の

関係の流れを図1 に示 した｡

こ こで言うグル
ー プとは, これ まで の 活動

が情報化とか かわ っ たグル ー プであるが, 必

ずしもネ ッ トワ
ー ク上 のもの を指すの ではな

く , 実生活にお ける 一 般的な仲間グル ー プを

も指す｡

表 1 山田村情報化をとりまく内外の グル ー プ

イベ ント 村内グル ー プ 村外グル ー プ

平成8 年

夏以前

ふるさと塾生

平成8 年

夏 -

パソ コ
.
ン配付 パ ソ コ ンリ

- ダ｢ 個別ボラ ンティ ア

小さな勉強会

グル ー プ

平成9 年

.
夏

ふれあい察 こうりやく隊 全国から集まつ た

学生
l

平成9 年 文化祭 こうりやく隊､ 村外社会人

秩 - パ ソコ ンリ ー ダ ー

(勝手に応援する会)

各種講習会 文化黄葉行事且､

講習会参加者

メ ー リング

リスト

平成10年

夏 -

ふれあい祭 薪こうりやく隊 学生 .

村外社会人

以下, 各グル
ー プの 活動やそ の関係を表1 ,

図1 に沿らて説明する｡

① 平成 8 年 7 月以前 (パ ソ コ ン導入前)

パ ソ コ ンが配付される 3 年前か ら, 山田村

には ｢ ふるさ と塾
* 3

｣ と い う村の活性化を考え

るグル ー プが存在 して い た｡ 特に 2 期生 (14

名) は , 村民や村に勤務する村外者 -
｢
山田

村は どん な村か｣ とい うア ン ケ ー トを実施 し,
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そ の結果をもとに文化祭で賛成派と反対派に

分かれて
｢
山田村 っ て本当に住み い い の ? ｣

と いうディ ベ ー ト劇を実施するな ど, 自らの

村 - の 関心が高か っ た｡ 彼らはそ の後の情報

化推進 の主力メ ン バ ー とな っ て いく ｡

② 平成 8 年夏 - 平成 9 年春

( パ ソ コ ン配付とパ ソ コ ン リ ー ダ)

パ ソ コ ン普及 を目的に各集落別 に 1 - 2 名

の
｢ パ ソ コ ンリ ー

グ (45 名)
* 4

｣ が決められ ,

推進の
一

翼を担うこととなる ｡

パ ソ コ ン 配付時には, 早稲田大学の学生が

泊まり込みで設置の ボラ ン テ ィ ア を し,
こ の

時の 学生 の数名は, 後の学生で企画 した ｢ ふ

れ あ い祭｣ にも積極的に参加 して い る｡

個別 の 活動と して は, こ れまで村の情報化

に強力なリ ー ダ ー シ ッ プを持っ て い た K 氏 の

もと, 女性グル
ー プ｢

ア ッ プル プリ ン セ ス ｣ ( 当

時の婦人会の メ ン バ ー

で30 - 60 代女性10 名程

皮) , ホ ー ム ペ ー ジ作成目的の ｢
ア ッ プル ナイ

ツ｣ ( 5 - 6 名) , 家族単位で の勉強グル ー プ

｢ バ ナナクラブ｣ (2 0名程度) が つ ぎつ ぎに結

成される ｡

｢ ア ッ プル プリ ン セ ス ｣ は, 後に 4

名となり地元 の 大学の支援を受ける｡

｢
ア ッ プ

ル ナイ ツ｣ は 1 カ月 の 活動後解散｡

｢ バ ナナク

ラブ｣ はそ の後
｢ バナナサ ロ ン｣ と名を変え,

現在 2 - 3 名に縮小されて い る｡

以上 ,
パ ソ コ ン リ ー グ, 学生ボラ ンティ ア ,

K 氏中心グル
ー プなど互 い に関連せずに単発

的にグル ー プが発生 したり縮′j ､
, 解散した 一

年で ある ｡

③ 平成 9 年夏

(ふれあ い祭と学生グル
ー プ ･ こうりやく隊)

就職関係の メ ∵ リ ン グリス トで知り合 い 山

田村を訪れた学生 ( 5 名) が, イ ンタ ー ネ ッ

トを使 っ て多く の 学生メ ン バ ー を募り, 村の

情報化 の手助けを しようと ｢ ふれあ い 祭
* 5

｣ を

企画 をするこ ととな っ た｡ それに対 して村で

は ,

｢ ふ るさと塾｣ の 2 期生が中心とな っ て ,

受け入れ の 準備をするこ とになり, それ まで

ばらばらに活動 して いた グル
ー プや個人も加
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①平成8 年夏以前

平成8 年夏 -

パ ソ コ ン野付

パ ソ コ ン リ ー ダ ー 制

ちい さなグル ー プ

メ ー リ ン グリス トか ら見 た山口村

平成 9 年秋 -

文化葉

山田村メ ー

リ ングリス ト

文他集向け講習会

軍手メ ー ル講習会

高岡短期大学公開講座

6 4 名
I

■
-

---- J

図1 グル ー プネ ッ ト ワ ー ク図
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わ っ て ,

｢
こうりやく隊(34 名)

* 6
｣ と いう名で

1 つ の グル
ー プ と して活動 が始ま っ た｡ 当時

の
｢
こうりやく隊｣ の多く は コ ン ピ ュ

ー タ を

日常的に利用 して おらず, 連絡は電子 メ
ー ル

の 他, 電話, 口 コ ミ とい っ た手段がとられ て ,

グル ー プの 人数が増えて い っ た
｡

④ 平成 9 年秋 -

(講習会 ･

メ
ー リン グリ ス トと村外社会人)

利用者の拡大とレ ベ ル ア ッ プを目的に した

文化祭をき っ かけに , ポス タ ー や名札づくり

の 講習会と電子メ
ー

ル 講習会が実施された ｡

そ の講習会で は, 村外社会人ボラ ンティ ア グ

ル
ー プ ｢

山田村を勝手 に応援する会
* 7

｣ (1 5 -

20名) が支援をする ことになり ,

｢ 文化祭実行

委貞｣ と ｢
こうりやく隊｣ ,

｢ パ ソ コ ンリ ー グ｣

を対象に実施された｡ その後,

｢ パ ソ コ ンリ ー

ダ｣ が講師,

｢
勝手に応援する会｣ がサポ ー ト

役にな っ て村民全員 - の電子メ
ー

ル 講習会が

開かれ た｡ 平成1 0年 6 月 の高岡短期大学の 公

開講座まで の村民 の講習会参加者は82 名 (全

村民対象電子メ ー ル 講習会受講者は除く) に

の ぼる｡

平成 9 年12 月 の ｢
メ

ー リ ン グリ ス ト｣ の 開

設をき っ かけに, ネ ッ トワ
ー

クと対面とい う

2 重構造で の交流が始ま っ たの もこ の 時期で

ある ｡

こ の半年間は,

｢ 山田村を勝手に応援する会｣

など村外者との交流を足がかりに村内のグル
ー

プの統合が 一

気に行われ人 の 広がりが大きく

発展 した時期とい えよう｡

⑤ 平成1 0年夏 -

(ふれあ い 祭と新こうりやく隊 ･ 学生 ･ 村外

社会人)

第 2 回ふれ あ い祭には, 前回 の
｢
こうりや

く隊｣ に加 えて ,

｢ パ ソ コ ンリ ー ダ ー

｣ や
｢
講

習会参加者｣ な どが加 わり ,

｢ 新こ うりやく隊｣

と して6 4名が名を連ねた｡
1 回目 の ｢ ふれあ

い 祭｣ は , 学生と村という形で実施されたが,

2 回目は学生 と村そ して村外社会人が参加 し

た ｡ 現在は , 村外社会人と村民で つ く るメ
-

2 1

リ ングリ ス トを介して交流が活発に行われて

いる ｡

2 . 2 3 つ の グル ー プ

前節でみたように , こうりやく隊を中心に

した ｢
村民グ ル ー プ｣ とふれあ い 祭で集ま っ

た ｢
学生 グル

ー プ｣ , 山田村を勝手 に応援する

会を中心 にした ｢ 村外社会人 グル ー プ｣ とい

う 3 つ の グル
ー プが存在する｡ これ ら の グル ー

プを個別 にその特徴を紹介する｡

(1) 村民 グル
ー プ

現在, 村には, 各集落の 気軽な相談窓口 と

して の
｢ パ ソ コ ンリ ー ダ｣ , ふれあい 祭を機に

結成された ｢ こうりやく隊｣ とい う 2 つ の グ

ル
ー プがある｡ 図1 にみるようにパ ソ コ ン 配

付当初には,
′J ､ さな勉強グル

ー プが いく つ か

できたが, ふれあ い 祭や文化祭など村全体で

対応する行事を経て いく こ とで , 吸収された

り, 消滅 したり して い る｡ また, 各種講習会

や行事に参加 したこ とで
｢
こ うりやく隊｣ に

加わる者やパ ソ コ ンリ
ー

ダと掛け持ちする村

民もおり,
2 回目 のふれあ い 祭をき っ か けに

再構成された ｢ こうりやく隊｣ は64名 の グル
ー

プとな っ て いる ｡

(2) 学生 グル ー プ

平成 9 年の夏に山田村で開かれた ｢ ふれあ

い祭｣ に は, 全国の 学生1 00 名が集ま っ た ｡ そ

の祭は, 山田村の情報化を助け, 村民と
一

緒

に情報を考える と いう主旨で あり, 学生達は

イ ンタ ー ネッ トの電子メ
ー ル やホ ー ム ペ ー ジ

を介 して集ま っ たグル
ー プで あ っ た ｡ 平成10

年の 夏には
, 新たにイ ンタ ー ネ ッ トを駆使 し

て80名 の学生が集まり , 第 2 回目 の ｢ ふれあ

い祭｣ が実施された｡ 第1 回目にかかわ っ た

学生 の 多くは当時卒業学年で あ っ たため,
1

回目 の祭の経験者は非常に少な い状況 で あ っ

たが
, 学生同士は , 学生の メ

ー リ ン グリ ス ト

を通 して連絡をとりあ い , オフ ミ ( オ フ ライ

ン ミ
ー

テ ィ ン グ) と称 して 関東や関西の 地 区

に集まり, 或い は山田村に集ま っ て計画を練 っ
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て い っ た ｡ 結局, こ の 2 年で1 80名程度の学生

が山田村を訪れたこ とになる｡

(3) 村外社会人グル
ー プ

山田村で行われ た各種講習会を支援した社

会人は30名を越える ｡ その 多くが ｢
山田村を

勝手に応援する会｣ の 一

点で はあるが, 会社

負, 大学教員, ボ ー イ ス カウト, 主婦などメ

ン バ ー が固定して いるわけで はなく, 山田村

から支援の 要請があれば, 各自自分の都合の

よ い 内容や時間帯に駆け つ ける と い 5
_
集まり

であり , 山田村で初めて顔をあわせたと い う

メ ン バ ー も多い ｡ それぞれに山田村に関心が

あるこ と, ボラ ンテ ィ ア精神が強い こと, も

ともとパ ソ コ ンに関する つ ながりがあ っ たな

ど理由はさまざまである｡ その他, 個別に村

民と交流を持 っ てきた社会人も最近は合同で

イ ベ ン トを実施する ことが多くな っ 七いる ｡

以上 の ように山田村で少しずつ 形にな っ て

きて いる情報化には, いくつ か発生 したグル ー

プが様々 な情報化の行事を経て まとま っ た｢村

民グル サ ブ｣ , ふれあい祭と いうイ ベ ン トで集

ま っ た･
r
学生 グル

ー プJ , 講習会の ボラ ンテ ィ

ア活動を通 じて集ま っ た r
村外社会人グル

ー

プ｣ の存在が非常に大きな位置をしめる｡ も

ちろん個人と個人の 交流や親交の発生がある

ことは言うまで もない が, そうした個人的に

やりとりされる電子メ ー ル であれ , 共通の場

として の メ ー リ ン グリス トであれ, そ こで交

わされる会話では, 明らかにそれぞれの グル
ー

プの
一

員で あると い う立場で話される ことが

多い ｡

それぞれの グル ー プは, メ ン バ ー は流動的

で , なにか ある時に気軽に声をか けあうとい

う点で共通点があるが,

｢村民グル
ー プ｣ は,

実際の行事の ほとん どが山田村で行われ て い

る と いう点や同じ村に住む実生活上 の 連絡や

集会, 行事などで の つ ながりがある点で , 他

の グル ー プに比 べ 村民同士 の 関係は深 い ｡ 他

方,

｢
学生グ ル

ー プ｣ は, 主にネ ッ トワ
ー

ク を

介 して , 年に 1 度のふれあ い祭で知り合 っ た

者同士 の集まりで あり,

｢
村外社会人 グル

ー プ｣

も山田村に集まる個々 人の集まりで ある ｡

これ らグル ー プ内の個々 人 の関係 の強さを

｢
強度｣ と言い 表せば, 村民同士の強度は強

く, 学生同士∴社会人同士 の強度は弱 い と い

う特徴がある｡ また, 各グル ー プ間の親密度

やイ ン フ ォ
ー

マ ル 度を ｢ 結合度｣ と言い表せ

ば, 学生グル
ー プと社会人グル

ー プ の結合度

は弱く, 村民グル ー プと学生グル ー プ
, 村民

グル
ー プと社会人グル

ー プの結合度は強い と

いう関係がある ｡ こうした関係は, ネ ッ トワ
ー

クを媒介に しながらも, あくまでも
｢
山田村｣

とい う地を舞台に人が集ま っ て い ることを再

認識させる｡

3 . 山田村メ ー リン グリス ト

これ まで 見てきたように, さまざまな情報

化の行事を機に集ま っ たグル
ー プ時, 引き続

い て 山田村に関心 を持ち続けて い る｡ それ を

支えるもの は, 継続的に実施される村民と村

外者の共同イ ベ ン トで あり , そ のイ ベ ン ト実

施には, メ ー リ ン グリス トが非常に大きな役

割を果た して い る｡

山田村が運営して いるメ ー

リ ングリス トは,

村内のネ ッ トワ
ー ク利用の 向上 と相互 の学習

を目的に, 平成 9 年11 月に立ち上げられたも

の で , 最近では日に2 0通以上 の会話が交わさ

れ ることもある非常に活発なメ ー リ ングリ ス

トである｡ 以下 のデ
ー タは, 立ち上げから10 カ

月間 (平成10 年 9 月末まで) , およそ2 , 700 通

の会話デ ー タを整理 したもの で ある｡

* 8

3 . 1 メ
ー リ ン グリ ス トメ ン バ ー

(1) 構成メ ン バ ー

図 2 は, メ ー リ ン グリス トメ ン バ ー の
｢
村

民グル ー プ｣ ,

｢村外社会人グル ー プ｣ ,

｢ 学生

グル ー プ｣ の推移 グラフ で あ.る｡ 総勢142 名(柿

民93 , 村外社会人36 , 学生1 3
* 9
) で , 村民が約

6 5 % を占めるが, 徐々 に村外者が増える候向
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にある ｡ 脱退者は現在 の ところ 1 名である｡

村内の メ ン バ ー

の多くは ,

｢
こうりやく隊｣ や

｢ パ ソ コ ンリ ー ダ｣ ,

｢ 講習会参加者｣ で あり,

村外者は ｢
山田村を勝手 に応援する会｣ の メ

ン バ ー が主体とな っ て いるが, 最近は ｢ ふれ

あ い祭｣ をき っ かけに学生 の メ ン バ ー も増加

の傾向にある ｡ また , 村の メ
ー リ ン グリス ト

の アカウン トは, 都合上各家庭に 1 つ で ある

ため家族共同で利用して い るメ ン バ ー も多く,

村民の 実質的メ ン バ ー

数はさらに多い と思わ

れる｡
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(2) 新規メ ン バ ー

図 3 は, 新規加入者の グル
ー プ別 の グラ フ

で ある｡ 村民 の加入 は , 12 月 , 1 月 , 3 月 ,

5 月 が多い ｡ 1 2 月 はメ
ー リ ン グリ ス ト立 ち上

げ直後の月 の ため, 1 月 は1 2月 の 電子 メ
ー

ル

講習会を終えて支援者と個人的にメ ー ル を交

わ したこ とがき っ かけで , 3 月 は, 2 月 に行

われた村の ス ノ
ー

フ ェ ス タ - 村外者が参加 し

て 友好を深 めた こと, 5 月は, 6 月 の講習会

を受講するためメ
ー リ ン グリ ス ト - も加入 し

たこ と, 未加入 の パ ソ コ ンリ ー ダ - 村民が声

かけした ことなどがき っ かけとな っ て い る ｡

村外社会人は, 12 月 , 6 月 に加入が多く , こ

れは,
1 2 月 の 電子 メ

ー ル 講習会, 6 月 の 高岡

短期大学ホ
ー ム ペ ー ジ講習会 - 支援に来た こ

とがき っ かけと思われる｡

平成 9 年の電子 メ
ー ル 講習会の 打ち上 げ懇

親会の後, 加入 した村民から の メ
ー

ル と村民

の パ ソ コ ン利用の促進に悩んで い た情報セ ン

タ ー 担当者か らの メ
ー ル を紹介する

新入社員で はなく新入会員の 0 0 です｡ 遅れば

せ ながら,
M L の 仲間に加え て頂きます｡

初め山田の もんば っ かりだ っ たら, 入る の をや

めようかと思 っ て い ましたが,
2 3 日の懇親会で

話 して い るうちに, こ れは, は い らんか っ たら

話題に取り残されると思 い
,

ハ ス キ
ー な × × ちや

んにお願 い して 入会 しま した｡

そ の様なわけで
,

｢ 山田村を勝手応援する会｣ と

と ても近親感 じやなくて 親近感を感じて お りま

す｡ また 一

つ 自分にと っ て 人と人と の ネ ッ ト ワ
ー

クが増えました｡

それか ら, 昨夜はありがとうござい ま した｡ み

んな元気で と っ ても楽しか っ た です｡

に ぎやか な交流がもて くすぶ っ て い たも の が は

じけた感じです｡ 通信 の つ ながりが,
い よ い よ,

生身の付き合 い に
-

, やはり
｢
人｣ だなあと実

感 します｡

(3) 発言数

図 4 は , 村民 ･ 村外者別 に月毎 の発言数 を
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示 したもの である｡ 9 月未現在で総数2 ,6 71 通

の発言があり, 月によ っ て 多少数にばら つ き

はあるもの の , 25 0 - 3 00 通/ 月交わ.され て い

る｡ また, 村民と村外者の発言数はほぼ同数

であり, 当初6 カ月は村民が最近の 4 カ月は

村外者がわずかに多くな っ てきて いる ｡

(4) # % %

図5 は, 村民 ･ 村外者別の月毎の発言者の

人数で , 1 人あたりの発言数は考慮して いな

い ｡ それぞれ の割合では, 村民は村民中約30 % ,

村外者は村外者中約6 0 % が発言して い る (各

月 の割合の平均値) ｡

一

般に興味 ･ 関心で集ま

るメ ー リ ン グリス トやフ ォ
ー ラム で は, 発言

者1 に対し非発言者7 (発言者割合1 5 0/q)
r
と

い われ るが , それに比 べ ると発言数も発言者

も多い とい うこ とがわかる｡

5

.

)

表 2 は, 村民 ･ 村外者別に発言数上位者を

加入月順になら べ
, そ の後の発言月 を示 した

もの である ｡ 両グル ー プとも発言数 の多い人

ほ ど, 各月継続的に発言して おり , 特に発言

数 の多い人は, それぞれ の グル ー プに 2 - 3

名ずつ おり , その発言内容をみると, い ろい

ろな話題 を提供 したり他 の発言者に対 してす

ばやく返答するな ど, 単に発言数が多い だけ

で なく , メ
ー リ ングリス トを活性化させよう

人

25

2 0

ー5

ー0

L

b

0

F
6

廿
8
6

6
L

y
e

廿
e
6

6
L

F
ト

廿
8
6

6
L

F
9

廿
e
6

6
L

y
S

廿
e
6

6
L

F
寸

廿
e
6

6
L

y
C

廿
e
6

6
t

y
N

廿
B
6

6
L

y
L

廿
e
6

6
L

F
N
t

廿
ト

6

6
L

図5 メ
ー
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表 2 上位発言者の発音月(加入月順)

【:王ヨ97/ 12 98/ 01 9 8/0 2 98/ 03 98/ 04 98 /05 9 8/0 6 98/ 07 98/ 08 98/0 9

1 * * * * * * * * 辛 *

2 辛 * * . * * * 辛 * * *

3 辛 * * * * * 辛 * * *

ヰ 辛 * * * * * * * *

5 * 辛 辛 * 辛 * * 辛 L * *

6 * 辛 辛 * 辛 辛 辛 * * *

7 * 辛 辛 * * 辛 辛

8 辛 * * * *

9 E) * * - * * * *

1 0 * * 辛 辛 * 辛 * * * *

l l * 辛 *■ 辛 *

ー2 * * 辛 * 辛 * ･ * *

ー3 * * * * *. * * * * *

1 4 * * 辛 * * * * * * 辛

ー5 * * * * _.* *

1 6 * * * 辛 *

ー7 * * * * *. * * . * *

1 8 * * * * * 辛 * *

1 9 * * * * *

20 * * * 辛 *

2 1 * * * *

2 2 * 辛 * * * 辛 *

23 辛 * * * *

2 4 * * 辛 辛

村外者97/ 12 98 /01 9B/0 2 98/ 03 98/ 04 98 /05 9 8/0 6 98/ 07 98/ 0 8 98/ 09

1 * * * * * * * * * *

2 * . * * * * * * * 辛

3 * 辛 * 辛 * * * * 辛 辛

E] * * 辛 * * * * * *

5 * * * 辛 辛 * * 辛

6 辛 * * * 辛 * * *

7 * * 辛 辛 * 辛 辛 * *

8 * * 辛 * * *

令 辛 * * * *

ー0. * * * * . * * * ~ * *

En * * * * * * *

12 * * *

13 辛 * * * 辛

14 辛 * * *

15 * * *

16 * 辛
_

* * *

ー7 * * 辛 辛 *

18 * E) * * *

1 9 * * *

2 0 * *
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とい う配慮がある
｡

3 . 2 メ ー

リ ン グリ ス トの内容

図 6 は , メ
ー

リ ン グリ ス トの発言内容を 5

つ に分類し, 話題 の 傾向を調 べ
, 割合を示 し

たも の で ある｡ 表 3 はその 会話内容を列記 し

たもの で ある｡

図6 メ ー

リ ン グリ ス ト会話内容の割合

(1) 新メ ン バ ー

の自己紹介と歓迎メ
ー

ル

メ ー リ ン グリス ト - の加入に は,

一

切 の制

限は なく , 山田村に興味を持 っ た人ならだれ

で もメ ン バ ー となる こ とがで きる｡ とくに取

り決めを したわけではな い が, 全員が実名で

自己紹介がなされる ｡ また村民の 場合, 自己

紹介の他, 情報セ ンタ ー か ら新メ ン バ ー に つ

い て先に紹介がされる こ ともあり , 互 い の ひ

ととなりがある程度全メ ン バ ー にわかると い

う点は特徴の 一

つ で ある｡

(2) 日常生活で の体験や感 じた こ とな どの つ

れづれ メ
ー

ル

山田村の メ
ー リ ン グリ ス トは, 村民 の利用

率をあげ, 互 いに困 っ たときに気軽に相談す

る場を つ くる こ と, お よび, 村内, 村外 をふ

くめた交流の ひ ろがり を目的と したも の で あ

る の で , 決ま っ た趣味や知識を目的に集ま っ

た グル
ー プ のも の で はな い ｡ よ っ て発言 の 内

容が ｢
つ れ づれ｣ に分類されるも の が多く ,

それ が かえ っ て メ
ー

リ ン グリ ス トの活性化 に

2 5

寄与 して い る｡
つ れ づれの 中には, 後にイ ベ

ン ト ( 開催日時が決定 した行事) - 発展 して

い く過程段階の 会話も多く含まれて いおり,

単なる体験談に終わ らせずに , うまくイ ベ ン

ト,
つ まり多人数の対面交流 - 発展 させて い

る と言 える｡

(3) 日時を決めた実施確定のイ ベ ン トに関す

る話題 メ
ー

ル

イ ベ ン トは, 互 い に顔と顔をあわせて実施

する体験行事で あり, そ のイ ベ ン トが開催さ

れ た月やそ の前後の月 に加入者が増えたり ,

発言数が多くなると いう傾向がある ｡ これま

で にメ
ー リ ン グリス ト上で話され た主なイ ベ

ン トをあげてみると,

｢ 電子メ
ー ル 講習会｣

｢ 牛

岳ス ノ
ー

フ ェ ス タ (雪合戦出場) ｣
｢
蕎麦打ち｣

｢ さくらんぼ, デラウ ェ ア試食会｣
｢ 高岡短期

大学公開講座｣
｢
牛岳登山｣

｢ ふれあい祭 ( き

もだめし) ｣
｢ ふれあい農園( とうもろこ し) ｣

｢ ふれ あ い農園( そば花見会) ｣
｢
牛岳いも祭｣

などで , 現在も
｢
芋煮会｣

｢ ハ イ キ ング｣
｢ 蕎

麦打ち会｣ などで , 盛り上がり をみ せて いる ｡

これ ら のイ ベ ン トの特徴は, メ ー リ ン グリ

ス トの会員以外にそ の家族, 友人などあらゆ

るひ とが参加 の対象とな っ て いる点で ある｡

(4) パ ソ コ ンやイ ンタ ー ネ ッ トな どさま ざま

な技術に関するQ & A メ
ー

ル

これまで に交わされ た内容を列記 してみる

と,

｢ カ ー トリ ッ ジの 故障｣
｢ どうして プリ ン

タ ー が動かな い の ｣
｢
メ モ リを増やすにはどう

したら い い の｣
｢ デ ー タ の容量は どこ を見れば

わかる の｣
｢ バ ー ジ ョ ン ア ッ プで失敗｣

｢
村特

有のネッ トワ
ー ク設定｣

｢
機種依存文字｣

｢
画

像変換ソ フ トに つ い て｣ など様々 である ｡ 概

して 基本的な質問が多い ｡

一

般に多く の メ ン

バ ー が加入 して い るメ
ー リ ン グリ ス トでは ,

基礎 的な質問に は,

｢自分で調 べ てか らに しろ｣

とい う柵輸がは い っ たり, あるメ
ー リ ン グリ

ス トで は
｢
質問をうけ つ けな い｣ とい っ た対

応 をとるも のもある ｡ しか しながら, 村の メ
ー

リ ン グリ ス トで は , こ うした質問に丁寧に答
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表3 メ ー リングリ ス トで の話題(会話内容) (平成 9 年1 2月 - 平成1 0 年1 0月)

月 実施イ ベ ン ト つ れ づ れ イ ベ ン ト関係 技輔Q & A 将来に つ い て

12 月 メ リ ー ク リス マ ス 電子 メ - ル 所管会 デ
ー タの 変換方法 これ からの 山田村

電子 メ - ル 所管会 年賀状 あれ こ れ 所管会打ち上 げ ディ ス ク容丑 パ ソ コ ンリ ー ダの 役割

訴習会打ち上げ' パ ソ コ ン失敗段 プリ ンタ ー トラブル

イ ンクカ ー トリ ッ ジ

T A
,
lE 4 .0

1 月 賀正 ス ノ
ー

フ ェ スタ タ ッ チタイ プ パ ソ コ ン杜氏

牛岳 トン ネル

新婦農道

村に は じめ て の 信号棲

男子厨房(= 入 ろう

能 生日､ 大雪

( 曹合軌 =参加しよう) プリ ンタ ー 故障 ､

携帯q 話(i n 山 田村)

海外 ヘ 和文 メ
ー ル

今年に 向けて

2 月 ス ノ ー ボ ー ド ス ノ ー フ ェ スタ 漢 字変換 村外 の 人との つ ながり

ス ノ ー フ ェ ス タ イ ン フル エ ン ザ

そばが き､
ラ ー メ ン

紙飛行機

( ネ ッ トで作戦 金港) ホ ー ム ペ ー ジア ド レス

ネッ トワ - ク設定
メ ー ル の バ ック アッ プ

マ ウス 不良

村の 中の こと

3~月ー 村レス トラン新メニ ュ
ー そば打ち プリン タ ー 不良 メ ー ル の 力

そば打ち会 ス キ ー ラ ー メ ン試食 モ ニ タ ー 不良

ラ ー メ ン社食 オ ー トキ ャ ン プ ふれ あい 集 オフ金 タ ッ チ
.
タイ プ

ふれあい 集オフ
. 会 おろろ( 良) ､ 花

山菜 どろぽう

名字や地名

イ ンタ ー ネ ッ トビデ オ

4 月 山田村地区の 名前 さくらんぽ試食会 機種依存文字

管 点薬体験 掲示版(学生作成)
'

.. ≡;;:
亡

-?
I ふれ あい 集

新こ うりや く陣幕集

O S の ア ッ プデイ ト

5 月 山菜どるぽう 山田村電 脳塾 ネッ トワ
ー クのケ ー ブル

一 ふれ あい 農園( 開 始) B 敢グル メ ふれ あい 農園 ビデオ カメ ラ

農園

メ
ー

ル1000 通日

牛岳山開き

ふれあい 集

モ ニ タ ー 不良

6 月 エ コ ク ッ キ ン グ 高岡短大 公開前座 トラブル集 トラ ブル集を つ く ろ う

高岡東大公開訴座 ( 全 国康勝レ シ ピ) ( ホ ー ム ペ ー ジ作成) 画像ソ フ ト

公 開前塵打ち上 げ ふれ あい 農園 公開前塵打ち上 げ F T P ソ フ ト

(村外で 実施)

ふれ あい 農園

(草む しり)

( タヌ キ) 点薄(作美) P P P 接続

7 月 お ぼくさん ふれ あい 寮 マ シ ン トラブル

牛長芋ま つ り ビ ー ル に つ い て ( 各種イ ベ ン ト希介) ( 週末お助 け隊)
-

.

-

. 三
_

パ ラグライダ ー J& 園( とうもろ こ し) T A

山 田村の歴 史 牛岳登山

芋ま つ り( 雪合戦雪辱戦)

万葉歌会(高岡)

写真の 扱い

山 田村特有の 設定

N T T の サ ポ ー ト

8 月 ふれ あい点菌 ふれ あい 集 G IF ファ イル の扱い ボラ ン テ ィ ア に つ い て

ふれあい 幕 T
l -

ラウ エ ア 拭食会 ･ (攻寄集, きもだめし他)

農園収穫祭

きもだめ し

パ ラグライダ ー お たすけ隊

点園( そば種ま き)

9 月 アサ 一 千イ ブネス 農園( そば花見) Q I F ファ イル の 扱い イ ンタ ー ネ ッ ト販売
二

.
そば花見 カ ッ プル 放生 万葉歌会(練習) ′ヽ - ドディ スクトラブル

苧煮

教材 セ
. -

ル ス マ ン

メ
-

ル2000 通日

宇東金 ホ ー

ム ペ ー ジ

添付 フ ァ イ ル

ネチケ ッ ト

1 0月
_

昆 虫王 国 山田村揮肪 メ
ー

ル の漢字表示 高岡短期大学 T V 前座

万葉歌 会出場( 村外) ば ばか じ( 負)

と ちと どん ぐりの木

高岡短期大学T V 鮮度

( ハ イキ ン グ)

芋煮会

メ
ー

ル ア ドレス

( 以下10 月1 5日現在以降予定 され て い るイ ベ ン ト)

芋 煮会(1 0 月)
_

ハ イキ ン グ(10 月)

そば打 ち(1~1 月)
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えるこ とが, 繰り返 し話題にされて い る ｡

* 10

4 . メ ー

リン グリス トにみる山田村

前章で は, こ の1 0 カ月間の メ
ー

リン グリ ス

トの 内容を述べ てきた｡ こ こ では, こ の メ
ー

リ ン グリ ス トの分析か ら明らか にな っ た山田

村の 特徴を整理 して みた い ｡

(1) 実名の 集まり

山田村に集まるグル
ー プは , ネ ッ トワ

ー ク

を介さな い 人は言うまでもなく , メ ー リ ング

リ ス トの メ ン バ ー

もすべ て実名で ある｡ さら

に, 山田村 の メ
ー リ ン グリス トでは, 身元(名

前や職業, 年齢, 家族) まで明らかにされて

い る ことが多く , メ
ー リ ン グリス ト管理局で

ある情報セ ンタ ー

で は, 村の新規メ ン バ ー に

つ い て , ちょ っ と した コ メ ン トを つ けて紹介

を して い る ｡ そうする ことで , メ
ー リ ングリ

ス トをより身近 に, 敷居を低く した い とい う

情報セ ンタ ー の 考えがある｡

しか し, 山田村メ
ー リ ングリ ス トはメ ン バ ー

を限 っ たも の ではな い の で , プライ バ シ ー の

面で は非常に危険を伴うこ とにもなる｡ それ

を防い で い るの は, 誰かが顔見知りであるこ

とや, 額繁に行われるイ ベ ン トにより対面的

情報を得るこ とができるためで ある｡

また, 山田村メ
ー リ ン グリ ス トは, デ ー タ

からも分かる とおり非常に活発で ある｡ 発言

しない村民も村で実施される行事に は抵抗な

く自然に参加でき , 知 らな い 同士 が知り合い

に なり , そ れがき っ か けでネ ッ トワ
ー ク上で

発言するこ とも起こ っ て い る｡ 逆に村外社会

人 の 中で
, メ

ー リ ン グリス ト - の発言がな い

の は,

一

度も村 - 足を運んだ こ とがな い とい

う人 ( 6 名) で ほぼ占められて い る｡

(2) 互助支援

学生グ ル
ー

プが村に来るき っ か けとな っ た

｢
ふれ あ い 祭｣ の メイ ン の テ

ー マ は , 村の 情

報化 を助けると い うも の で , それ は各家庭を

訪問す る という ｢ パ ソ コ ンお助け隊
* 1 1

｣ と し
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て 実現 して い る｡ 村外社会人グ ル
ー プは , 請

習会で の支援をき っ か けに村民と交流が始ま っ

た
｡ そうした村外者を多く含んだメ

ー リ ン グ

リ ス ト内で の パ ソ コ ン に関する質問 - の支援

には, 互い を尊重 し会う会話で , 相手 の レ ベ

ル に あわせた技術的説明がされる｡

また ｡ メ ー ル 上で解決できな い場合に は ,

村民および村外者が互 い に声を掛け合 っ て都

合の 良い時間に実際にそ の家 - 足 を運んで 支

援 し, その支援内容がそ の後必ずメ
ー リ ン グ

リ ス トで流される｡ こ うした ことがメ
ー

ル利

用者を増や したりイ ベ ン ト - の参加を促すこ

とに繋が っ ても い るの で ある ｡

以下 の メ ー ル のやりとりは
, ある村民の 家

庭の パ ソ コ ン が故障し, 複数の村民と村外者

が知恵を出し合 っ て復旧を試み , 結局 O S か

らの再イ ン ス ト ー ル を実施 したとき の会話で

ある ｡

× × さん △ △ さん昨日は遅く まで ありがとうご

ざ い ました
｡

お陰様で今の と こ ろ順調 です｡ 順

次ソ フ トをイ ン ス ト
ー ル して行きます｡ なんと

か全部無事にイ ン ス ト
ー

ル出来る事を祈 っ て い

ます｡

今度 こそ完治して い たら良い ですね
｡

コ ン ピ ュ
ー

タ の トラブ ル は本当に難 しい ですね ｡
つ く づく

自分の 非力を痛感しま した｡

騒 ぐばかり でち っ とも役に立たなくて ごめんな

さい
｡ 今度 ビ ー

ル でも持 っ て , お詫びに参りま

す ( お い お い
, 自分が飲みた い だ けだ ろ) ｡

(3) 体験的発言 の 重要性

メ
ー リ ン グリ ス トの会話の 内容では , 体験

的発言 ( つ れづれ項目) が 一

番多い ｡ 特に発

言数が多い月 は, そ の候向が強く なる｡ 発言

数が多く なる事 によるメ
ー リ ン グリ ス ト離れ

は い ま の とこ ろそう深刻で はなく , 村民 , 村

外者の双方か ら種 々 多様な情報資源が動員さ

れ , 常識の 共有され る会話 とされ な い会話が

互 い に刺激 しあ っ て , イ ベ ン ト企画 - と発展

する こ とが多くなるとともに, 発言数や発言
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者の増加を促 して い る｡

村民の中には, 発言は しない がイ ベ ン トに

は参加する人もい て , メ ー リ ン グリス トを見

て い ないわけではな い ことがわかる｡ また,

筆者らのイ ン タビ ュ
ー に答えた村民 の 1 人か

らは,

｢
他の 人 のようにすばやく人 の諸に反応

できない の で
, なかなかメ ー ル を出せない ｡

だけど い つ も見て い るんですよ｡ 今度のイ ベ

ン トに行きませんか? ｣ と誘い を受けた こと

もある｡ 他には, 送信が技術的に不安で ある

とい う人 , 人前で話すの が恥ずか し い という

人など様々 で ある ｡ 情報セ ンタ ー

では,

｢初め

は見るだ けで もい い か らメ ワ リ ングリス トに

入 りませんか｡ ｣ と村民に声をかけて いること

もあ っ て , そうした村民のなかには, 興味の

ある話題になら参加する人もい る｡

自然観察 (草木や昆虫) に関する質問に対

して , 村の メ ン バ ー が答えたメ ー

ル の
一

部を

紹介する｡

私の ような パ ソ コ ン ア レ ル ギ ー の 人間が パ ソ コ

ン の諸藩ならぜ っ たい発音は出来ない が,

｢自然｣

に関する話膚なら, 発言まで したくなる｡ 発言

したら, メ ー ル を開くの が楽 しみになる｡ 不思

議ですね｡

(4) イ ベ ン トによる波及効果

学生にしろ, 村外社会人に しろ, 多くは実

際山田村の地 を踏んで村民 の だれか しらと直

に話す機会を
~
も っ た後にメ ー リ ングリス トの

一

点となると いうケ ー ス が多い ｡ それぞれ の

日常生活を持ちながら, 日常とは別の現実の.
↓

山田村に触れ, 新しいネッ トワ
ー ク上 の コ ミ ュ

ニ テ ィ を体験をするこ とになる｡ そこ で は ,

しらずしらずのうちに, 山田村 の秩序とル
ー

ル を踏襲すると い う状況がおきて い る｡

こうした状況は , ネ ッ トワ ー クで語られる

多くの こ七 を, 現実のイ ベ ン トとして実現さ

せ る こ と - と比較的ス ム ー ズに導く こ とに も

な っ て い る｡ 当初は, 村の行事に外部者が参

加すると い う交流の形が多か っ たが , 最近で

は, 山田村の メ
ー リ ン グリ大 ト上で , 村民と

外部者が新しいイ ベ ン トを話し合い企画 し実

際に実行すると い う形に変わ っ てきて い るの

もその現れで ある ｡ また, 村でイ ベ ン トが企

画されるこ との意味は, 村外者が村 - 来やす

くなる ことのみならず, 村民がネッ トワ
ー ク

上で はない 口 コ ミで参加すると い うチャ ン ス

をも拡げて い る｡

こうして , 村民同士 の中にもまた新しいネッ

トワT
- クが作られ つ つ ある｡ もともと点在 し

た集落毎に結び つ きの 強い傾向の あ っ た村で

は, 同じ村に い て も話をした ことがない と い

う人同士がこう したイ ベ ン トに参加する こと

により , 互 い め集落の 情報や村の歴史を話あ

う機会が得られて いる の である｡

そして , 催される行事は昔ながら の村祭り

でみ られる共同体験 ･ 共同作業なの である｡

村の5 0代の女性の久々 の メ
ー

ル に30代 の女

性が返事をしたメ ー ル で は,

メ
ー

ル で何か発言 したことに誰かが答えてくれ

たり, い ろい ろな話題に発展 して い っ たり して

とても楽しん でます｡ なにより山 剛と来て から

3 年, 集落外の事を殆ど知ちなか っ た私ですが,

メ ー ル を通じて沢山め方々 を知りました｡
× ×

さんを筆頭に, メ
ー

ルを介して 知り合 っ た方々

は, 自分の損得無 しに, 皆の為に行動される,

人間的な魅力にあふれる人達ばかり です｡

0 0 さんもお忙 しい事と思 い ますが, どん どん

メ
ー ルやイ ベ ン トにお顔 (? ) を出して 下さv?

ね｡ そう したら, も っ とも っ とメ ー ル を開ける

の が楽 しみにな っ てきますよ, き っ と｡

(5)
●

まとめ役の存在

こうしたイ ベ ントがなぜ実現 して いく の か

を考えると, 村民にも外部社会人にも, それ

ぞれ の 窓口 となる人材が存在して い るこ と,

窓口以外にもそれぞれが担当の名乗りをあげ,

協力する体制が比較的早くで きる こ とがあげ

られる ｡ また, イ ベ ン トが終了 したあと の報

普 (簡単なもの) や感想は即日なされ , 参加
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で きなか っ た人に はホ ー ム ペ ー ジで その様子

が報告される こ とも ある｡ 普通 , ネ ッ ト上 で

企画されたイ ベ ン トは, 責任が伴う時点で実

現 しなか っ た
'

りや っ ぱな しとい う事態に陥る

ことが多い ｡

山田村の 情報セ ン タ ー の担当者は, 次の よ

うに語 っ て い る｡

『 これまで に , 実験や研究と

いう名のもと訪れたグル ー プの企画に対 し,

村民 を集め調整 し協力 したにもかかわらず,

やり っ ぱなし, 急な取りやめ, 話だけと い う

こ とに振り回されて きた｡ その結果報告もほ

とんどな い ｡ 誰がい つ
, なにを, どう終わ ら

せる の かが唆昧で , 結局最後は村が後始末を

する事態にな っ て い る｡ あれだけネッ トワ ー

ク上で準備をして きた学生の ふれ あ い祭にも

少 なか らずそ の傾向がある｡ ネッ トワ ー ク上

だ けの企画は, 責任の 所在がい い 加減でも話

が進むと い う危険性が強い ｡ そ の点,

｢
村外社

会人 グル ー プ｣ との 企画は必ず手応 えがある ｡

これが互 い の信頼感を生んで い るの で はな い

だ ろうか
｡ 』

互助とい うシ ス テ ム に慣れて い る村民 とボ

ラ ン テ ィ ア活動をして きたメ ン バ ー がい る村

外社会人 とい う要素がうまく合致 したことと,

イ ベ ン トがもたらす効果を互 い に重要に考え

始めたことがそ の基盤に ある｡

(6) 村の活性化 - むけて

メ
ー リ ン グリス トで見る限り, その メ ン バ ー

が広 げる輪は, 少 しずつ で はあるが村の中に

浸透 して いる ｡ また, 村民が互 い に村の 活性化

に向けて メ
ー リ ン グリ ス ト内で 気軽に意見 を

言 い合える雰囲気が つ くられて い る｡

* 12
さらに,

パ ソ コ ン の 質問だけでなく農作業の ヒ ン トを

教えあ っ たり, 互 い に村の歴史を見 つ め直す

き っ か けを つ く っ たりと, 村民 の生活 の中 -

の活性化 はその緒に つ いたと言えるで あろう｡

しか しながら, 村全体か らみれば, メ
ー

リ

ン グリ ス ト加入者以外の パ ソ コ ン利用 は, い

まだ村民 に十分に浸透して い るとは言 えな い ｡

メ
ー リ ン グリ ス トの管理局で もある情報セ ン

29

タ - は, さらなる生活の 中 - 入り込んだ情報

化 を目標と して い る ｡ その ために ,

一

つ には ,

村民ひとりひとり の パ ソ コ ン利用をバ ッ クア ッ

プ し, 個々 人 の力 を つ ける講習会を企画 した

い として い る ｡ これ まで 見てきたように, 悼

報化 の取り組みやイ ベ ン トが住民 の やる気を

促 して いる ことは明らかで ある の で , こうし

たイ ベ ン トを続けて い く努力は不可欠で ある

が, それがそう簡単なもの で は ない こ とも容

易に想像が つ く ｡

また
, もう 一

つ は
, 村に ある組織 (行政,

小中学校, 商工会, 農協) 内部の基盤づくり

と組織同士 の連携が急務である｡ 村の活性化

の 目標の 一

つ である産業の発展 には, 行政の

他, 村の 産業の柱である農協や商工会などが

自らの力を つ けるこ とと同時に, そ の
一

人
一

人がまずメ ー リン グリス ト - 参加する ことで ,

個人 の立場で , 村民の 声を聞き, 相談し合い ,

情報を提供 し合うこ とか らは じめれば, 効果

は大きい と考える｡ しかし, 現在の とこ ろ,

農協や商工会, 小中学校に勤める者 のメ ー リ

ン グリ ス ト加入者は , ほ とん ど い な い の で

ある｡

メ
ー

リ ン グリス トによる交流の 広がりと い

う結果は , 村が当初考えて い た情報化による

活性化か らみれば, 副次的なこ との ように映

るかも しれ な い ｡ しか し, 実は情報化を進め

る上 で
一

番重要な基盤づくりがで き つ つ ある

の で はな いだ ろうか ｡ こ の点に つ い て は, さ

らなる調査 と分析が必要で ある ｡ 今後山田村

がもう
一

段階成功するために必要な努力が何

で ある の か , 村の 課題 は限りな い ｡

5 . おわりに

現在, メ
ー リ ン グリ ス ト上で は , 木や 虫に

つ い て詳 し い村民 を中心に ,

｢ 昆 虫王 国｣ を つ

くる案が持ち上が っ て い る｡ さらに こ の先2 -

3 カ月 のイ ベ ン トに つ い て は, すでに詳細な

企画段階とな っ て い る｡ もちろん こ う したイ
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ベ ン トは, 飛び入り参加はい つ でも歓迎で ,

村民と村外者の交流の みならず, 普段集落が

違うため顔を合わせる ことの ない村民同士が

共通の話題 を持つ き っ かけとな っ て い る｡ イ

ベ ン トに参加した村民同士の余話の中から次々

と新 しい イ ベ ン ト案が生み出され つ つ あるこ

とも特筆した い ｡

会津泉は, H
. ライ ン ゴ ー ル ドの 著書『バ ー

チャ ルー
･ コ ミ ュ ニ テ ィ

ー

』の解鋭の中で ,

『バ ー

チ ャ ル コ ミ ュ ニ テ ィ の本当 の価値は, 何気な

く続く日常の 会話の さりげない 交流の積み重

ねの中にこそある』
6 ) とい っ て い るが, これが

相当な努力を伴わなければならない ことまで

は述べ てレ＼ない ｡ われわれ の 山田村で の調査

が示す七 こ ろによれば, こうした努力それ自

身の 中に山田村の特徴が色濃く でて いる こと

である｡ そのひと つ には,

' 住民自らがイ ベ ン

ト (山田村で年間に行われる い ろい ろな行事

の こと) の
｢
集人力? ｣ , 人を集める, 人がそ

こに集まる機会をうまく利用 して , それに絡

めて コ ン ピ ュ
ー タ利用の促進と住民 - の広が

りを実現して い っ た ことがあげられる ｡ こ の

際, メディ ア による宣伝力によ っ て引き寄せ

られた数多くの支援者グル ー プをうまくそ の

イ ベ ン トに引き入れて い っ たことは注目に催

する
3 t4 )

｡ 羊うしたその時には 一

見なんでもな

い ｢
事件｣ が, そ こで起こり, それがさらに

次のイベ ン ト - つ ながり , そ の たびに村民と

村外の メ ン バ ー が増えて いく ことが起こ っ て

い る｡ こ のさり気なさ, 自然体にことが運ば

れて いく, 外部支援者を引きつ け, その支援

を吸収して いくカ; とい うような個々 の 出来

事が山田村の情報化をい ま のと ころ特徴づ け

て いると断言 して よ いだろう｡

さらに, こ の 一

年の 間には っ きりと した｢ か

たちJ と して 定着 した -

つ の活動形態がみら

れるようにな っ た ｡ それは, イ ベ ントの 開催

や準備, そ の反省が大きなき っ か けとなり,

そこで利用されるようにな っ たメ ー リ ングリ

ス ト - の村民の関心であ っ た ｡ その発生 の経

緯やそ の具体的な活動内容に つ い て は第 2
,

3 章に述 べ てきたの であるが , 山田村の
｢ メ ー

リ ン グリス ト
■
を介した会話の輪｣ が

,

一 般的

に都会型C M C (C o m p u t e r - M edi a t ed C o m -

m u ni c ati o n) bミ形成するとされる コ ミ ュ ニ ティ
ー

と大差のないもの で ある の かどうかは, デ
ー

タの分析とこれから の調査 の続行による
一

の で

なければ今の ところ何とも言えな い ｡ ただ し,

事実のみ を 一

つ 取り上げるとすれば, メ ー リ

ン グリス トのメ ン バ ー は実名で登場し, 先に

述 べ たイ ベ ン トを通じて の大多数が顔見知り

であると いうことで ある ｡

サイ バ ー ス ペ ー ス とか ,
バ ー チャ ル コ ミ ュ

ニ ティ
ー

と呼ばれる新語によ っ て ,
コ ン ピ ュ

ー

タを介した コ ミー1 ニ ケ -

シ ョ ン の革新性や新

規性を蔑諭することが盛んで ある｡ しか し
,

そ の波間に実際に漕ぎだ した富山県の 一

山村

を調査して い る者にと っ て は, 新 しい 言葉が

持つ 目新しい未来形がメ ー リ ン グリス トの各

メ ン バ ー

の 実生活をみるに つ け現在形に引き

戻されて ,
ハ イパ ー リアリテ ィ

ー なんかで は

なく , まさに村民と支援者の協同で作り出さ

れ たリアリテ ィ † があるのみ と いう実感 しか

今のとこ ろ感じられない ｡

最後に, 本稿をまとめるにあたり, 山田村当

局や村民, 山田村を支援されて い る多くの方

の ご協力をいただきま した｡ また, 本研究の

一

部は, 文部省科学研究費補助金 (萌芽的研

究)
｢地域情報化における社会的支援の調査研

究 一 宮山県山田村を題材に -

｣ の援助を受け

たことを付記します｡
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注 釈

* 1 日本各地の地方自治体は, 地域の活性化や自らの情報発見 都会と の情報格差 の 解消, 行政サ ー

ビ ス の向上などを狙レ) に情報化を進め て い る ｡ しか しながらそ の方法は, イ ン タ
ー ネ ッ トの サ

ー

バ ー や ア ク セ ス ポイ ン トを設置したり, C A T V で相互通信が できるようにすると い うも の が

ほ とん どで ある
｡ ど の 方法にも大きな差はなく, 多くの地域で は, あたら しく設置した情報 シ

ス テ ム を各住民にどうや っ て使 っ てもらうかと いう課題を共通にも っ て い る｡ ( 富山情報セ ン タ
ー

｢ 地域情報化事例集｣ 及び,

｢ 情報化白書｣ 9 6 - 9 8 年版に掲載された4 1 県8 5 地区 の事例から)

* 2 今回 の 調査にあた っ て は, イ ン タ ビ ュ
ー や電子メ

ー

ル で の 問い 合わせ , メ
ー

リ ン グリ ス ト以外

に, 次の資料を参考に した｡

･ 情報化 の あゆみ (山田村情報セ ン タ
ー ) ･ 山田村訪問者記録 ( 山田村情報セ ン タ ー )

･ めざそう山村 ユ ー

ト ピア ( 山田村ふるさと塾第 2 期生活動の記録)

･ 生涯学習要覧 ( 山田村教育委員会) ･ 山田村広報 (平成 7 年 1 月 - 平成 7 年 8 月)

･ ふれ あい 祭パ ン フ レ ッ ト (
'

9 7 ,

'

98)

* 3 山田村総合計画 (1993 - 2 0 0 2 年) は, 山田村の豊かな資源と空間を活か した新 しい 村作りを模

索し実現させるために1 9 9 3 年に作成され た｡ そ の施策 の 一

つ
｢
人 づくり｣ の 一 環として

｢
ふ る

さと塾｣ があり, 山田村地域 づ くり の学習と取り組み を進める狙 い で さまざまな研修や行事を

体験させたもの で ある｡ 現在は 3 期生を迎えて い るが, 特に今回の 祭り の推進母体とな っ た 2

期生は, 2 0 歳代から50 歳代ま で の 男性1 0 名, 女性 4 名の 計1 4 名の活動的なメ ン バ ー

で あ っ た｡

* 4 ｢ パ ゾコ ン リ
ー グ｣ は, 山田村2 3 地区の それぞれから選出され た4 5 名の 男性を中心と した情報化

の担い 手 で あり, 村民にと っ て 気軽な相談相手で あり講師で ある｡ も っ とも, そ の リ
ー ダ ー 相

互間にも コ ン ピ ュ
ー

タ経験 の度合いや知識に差があり, 地区毎の格差など難 しい 面もあ っ た
｡

* 5 1 9 9 7 年 7 月2 6 日か ら 8 月 3 日, 少 しでも村の情報化の 役に立ちたい と の呼びかけに集ま っ た全

国の 学生 がボラ ン テ ィ ア と して村民 の 活動に協力 し, 生活に密着した情報化の未来に つ い て 語

りあうイ ベ ン ト
｢ 電脳村ふれ あい 祭り

'

9 7 ｣ が実施された
｡

こ の祭りは, 学生が村の情報化を支

援すると い う目的を持ちなが ら, 祭の行事 に は双方が企画し助け合 い , 期間中の学生 の 生活は,

受け入れる村が宿泊や車 の手配等日常の細か い と こ ろ で支援すると い う形がとられた
｡

* 6
｢
こうり やく｣ とは, 山田村の方言 で力を合わせ る (合力) , 手助けするとい う意味をも つ

｡ 学

生をこうり やく しようと集ま っ たメ ン バ ー

で あるため
｢
こうり やく隊｣ と名付けられた ｡

* 7 高岡市を中心と した企業人, 大学数貞, ボ ー

イ ス カウト, 個人経営者などの集まりで , 山田村

の手助けをき っ かけに集ま っ たグル ー プ で ある｡ 通常 ｢ 山田村を勝手 に応援する会｣ と言われ

･

るが, メ ン バ ー は 一 定して おらず, 必 要な時に声を掛け合 い 助けあうと い う関係 である ｡

* 8 筆者が入会し た1 2 月初めま で に, 1 0 0 通ほ どの メ
ー

ル が交わされ て い るが, 全て1 2 月分と して合

算 した ｡

* 9 昨年村に来た学生 で社会人 とな っ たも の も学生と分類

* 1 0 パ ソ コ ン の モ ニ タ ー に 関する質問メ
ー

ル に関する会話 ( 抜粋)

A さ ん ( 村民, 初心者) ; メ
ー

ル やイ ン タ
ー ネ ッ トを見て い て , たまに画面 が 一 瞬消えて しま い

ます｡
い つ も ヒ ヤ ッ とする の ですが

,
こ れ はなぜ で し ょ う｡ そ して 2 回程シ ス テ ム 終了 で電源が

切れなくな っ て , 裏の ス イ ッ チ で電源を切りま したが, 画面が消える事と関係がある の で しょう

か ?
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B さん ( 村外者) ; 何人か の メ カ ニ ッ クに相離した の で すが, は っ きり特定で きない で い ます｡ 結

論を先に述 べ ますと,

｢
モ ニ タ

ー の 可能性が高い｣ というこ とです ｡ どうも, その黒くなる現象を

自分 の 目で 見ないとわかりません｡ 6 月に何回か山田村に訪れる予定なの でその時にでも見る こ

とが できればい い の で すが ｡

C さん ( パ ソ コ ン リ
ー ダ) ; 横から口をはさむようですが, 山田村に入 っ て い る マ ッ ク の パ ソ コ ン

の 型式 ですが実は下記なの です ｡

- 中略
-

A さん画面が真 っ 黒になる の治りましたか, 近くに F

さんが居られますの で相敦される の が 一 番早 いt ･ す ｡ 私も, 毎日A さん の家の 前を通 っ て仕事に

行 っ て ますが｡

D さん ( 村外者) ; 私のうち の P C も同様の現象が起きたことがあり, 修理に出しました ｡ 私の時…

* 1 1 r パ ソ コ ン お助け隊J は,･ ふれ あい祭の主テ ー マ で ある村の情報化を支援するために考えられた

もの で , 2 - 3 名 の学生が支援を望む家庭を訪問 して個別に手助けしようという試み で ある｡

* 12 パ ソ コ ン リ
ー ダの役割に つ い て の 村民同士 の メ

ー

リ ングリ ス ト上で の やりとり

0 0 です｡
パ ソ コ ンリ ー ダ ー と して何をやれば良い の か, 正直言 っ て迷 っ て います｡

どんな誘い か樟やみなさんが興味を抱く話題提供, 講習会 の開催が い い んで しょうか ｡

× × です｡ 0 0 さん に同感です｡

- ( 中略) -

こ の議題に つ い て は い っ か別の機会にゆ っ くり話あいたいともまだ思 っ て ます｡

使わない村民がだんだん遠くに行 っ ちや いそうで 心配です｡

△△です｡ 休眠家庭の活性化に つ い て は, まず電子メ ー ル の送受信が出来るようになれば, 他の

ツ ー ル にも関心が広がるだろうと思 っ て いました｡ こ の考えは間違 っ て い ないと思う｡ 先般の 講

習会に参加 して マ ス タ
ー

した人が周りの 1 , 2 人に増え, さらに -

,
つ まり,

,
ゆ っ くりではある

がネズ ミ算的 (? ) に普及 して 行くん じやない かな｡ これ っ て あまりに希望肘 ( 楽観的) 過ぎる

ん ですかねえ ｡ も っ とア クテ ィアな進み方が必要ならば,

- ( 中略) -

これらを総合的に対処するチ ャ
ー ト式 マ ニ ュ ア ルを作 っ たらどうだ べ かね｡

なに しろ国内初 の読み です｡ どこ にも参考になる例が無い んだもの ( 笑) ｡

解らない辛があると, 片 っ 端から開い て回る鈍なオ ジサンです ｡ 初めて マ ウス に触れた時から今

日まで説明書を開いたことが無い ん です｡ だからこそ他の皆さんにもその事せをお裾分けして あ

げた い ですラ｡

今の山田村の 一 番の強みは, 各々 が分厚い説明書とにらめ っ こ しなくて も マ ス タ ー 出来る, と い

うとこ ろだと思 い ます ｡ ( オラみた い に)
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Y a m a d a V ill a g e A 畠 S e e n 血o m lt s m ai li n g list

Y u k o K O M A T S U a n d N a o k o t o K O G O U

( R e c ei v ed O ct o b e r 1 5
,
1998)

A 丑STt u C T

A b o u t te n m o n th s h a v e p a s s ed s in c e Y a m a d a vi lla g e st ar t ed its m aili n g list s e r vi c e . T h e r e

ar e 142 of s u b s c ri b e r s t o th e lis t of w hich 65 % a r e vi ll a g e r e sid e nt s an d 35 % ar e th o s e w h o

liv e o u t sid e of th e vi 1la g e . M an y of th o s e li vi n g o u t sid e of th e vi lla g e p a rti cip ate d i n th e p a s t

i n s u ch c o m m u nit y e v e n ts s p o n s o r ed b y th e vi lla g e a s
"

Y am ad a Vill a g e F ri e n d s hip F e s ti v al s
"

an d/ o r
"

C o u rs e s O n Ele ct o r o ni c
- m ai l

"

,
an d th e y to o k a st r o n g i n t e r e s t i n th e i n fo r m ati o n

-

o ri e n t ed c o m m u nit y . T h e y h a v e b e e n s u p p o rd n g th e vi ll a g e r e sid e n ts si n c e th e n i n th e c o m -

p u t e ri z a ti o n of th e vi lla g e .

T h e e x ch an g e s of m e s s a g e s b y s u b s c ri b e r s t o th e m ai li n g list h a v e b e e n pl ayi n g a sig n iB c an t

r ol e i n r e vi t alizi n g of th e c o m m u nity ,
h elpi n g p e o pl e o r g an i z e a v a ri et y of c o m m u mi ty e v e n t s

t o attr a ct m o r e p e o pl e t o th e vill a g e .

T his p a p e r d e s c ri b e s h o w th e vi 1l a g e r e sid e n ts an d th e n o n - re sid e n t s u p p o rt e rs c o o p e r a t e

i n th eir a c ti vi tie s
,

an d th e n an al y z e s th e m ai lin g list e x ch an g e s t o s h o w h o w th e vi ll a g e r s s t ri v e

t o d e v el o p th eir i n fo rm a ti o n - o ri e n t ed s o ci et y o n th eir o wn .
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I n fo rm a ti o n t e c h n ol o g y ,

h t e m et


